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　特別講演　

子どもの心を満たす“声の力・言葉の力”
― 音読ではなく朗読の深みへ ―

山根基世（元 NHK アナウンス室長・アナウンサー）

　私は、「朗読」を手がかりに、地域の人々をつなぎ、
皆で「子どもの言葉を育てる」仕組みを作ろうと活動し
ている。
　「朗読」には、人々をつないだり、子どもの心身を育
てたりする力があると思う。
　日本語が読める人なら誰でも朗読はできる。しかし、
ただ書かれた文字を音声化するだけの朗読は「音読」。
それは「朗読」ではないと、私は考える。
　「朗読」とは、黙読百回、作者の意図を十全に読み取り、
自分の身体の中に入れ、それを聞く人の「耳」にではなく、

「心」に届けること。
　誰でも始めることはできるが、極めようとすると、ど
こまでもたどり着けない奥の深さがある。だからこそ、
朗読を共に学ぼうという人々をつないでいく力にもなる。
　子どもの言葉を育てるための「読み聞かせ」や「朗読」
では、うまく読む必要はない。

　しかし、外してはならない基本がある。
　生き物としての正しい呼吸 ･ 発声と、日本語の正しい
イントネーションだ。
　内容を「伝える」ためには、意味内容と呼吸を合わせ
ることが大切なのだ。
　「声」を出すことは、全身運動であり、「朗読」は肉体
作業でもある。
　朗読の基本を子どもたちに伝えることは、子どもの言
葉を育てるだけでなく、呼吸法・発声法など身体のトレー
ニングにもなる。
　正しい呼吸の、思いのこもった肉声は、聴覚を通して
大脳辺縁系に届き、人の心を動かすという。椋鳩十は「お
母さんの声は金の鈴」と言っている。太宰治は幼い日、
叔母の胸で、毎晩津軽弁で語られる昔話を聞いた。
　身近な人の温かい肉声は、子どもの言葉を育てる力が
大きいのである。
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